
（別紙３）

～ 令和6年　11月　20日

（対象者数） 27名 （回答者数） 18名

～ 令和6年　11月　20日

（対象者数） 9名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・標準化された評価を事業所内で実施している。

2

・同上

3

・事業所内のカンファレンスを継続的に実施し、訪問支援員

と連携を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・他事業所等と連携を図りながら、必要に応じて併用を勧め

る。

2

・定期的なカンファレンスを実施する。

3

○事業所名 はる(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
令和6年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

令和6年　11 月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年　12月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・集団支援を実施していない。 ・個別支援を実施しているため。

・個別支援の為職員が一人で支援を考えることが多くなりや

すい。

・同上

・個別支援を行っている。 ・一人ひとりに合わせた支援を実施している。

・専門職が在籍している。 ・専門的視点で支援を行っている。

・職員教育を実施している。

・保育所等訪問支援を実施している為子どもの把握がしやす

い環境。

・通所の職員と訪問支援と情報共有している。

事業所における自己評価総括表公表


